
参考：日建連のこれまでの提言 2006年以降の概要
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世界は今、日本の今  －社会資本整備のみらいを世界の視点で考える－

これでいいのか日本⁉  2008年度版 中間報告

社会資本整備に関する9つの論点

我が国に先行して社会資本整備を推進してきた欧米諸国は、今なお明確な目的をもって戦略的な整備を行ってい
ることを紹介。我が国の今後の社会資本整備について、 ①国際競争力を高める  ②時代の要請に応える  ③実現
に向けて工夫するという視点から提言。

予算配分に関して思い切った選択と集中を提言。 ①国内経済を活性化し国際競争を強化するといった観点に基づ
く、道路・空港・港湾等の一体的整備  ②事前対策による災害リスクへの備え  ③適切な維持管理活動とそれに基
づいた補修・更新を可能とする予算の確保  の3点について主張。

公共投資の予算削減の継続する流れの中で、社会資本整備に対して日頃馴染みの薄い人々を対象に、世論等に
おける論点を整理・解説。 Ⅰ.日本の現状認識に関する論点、 Ⅱ.社会資本の役割に関する論点、 Ⅲ.整備コストに関
する論点について、それぞれ解説した。

21



日建連ホームページで公開中 ☞ http://www.nikkenren.com/archive/k_japan/index.html

2008年 5月

これでいいのか日本⁉  -社会資本ストックを考える- 2008年度版 最終報告
社会資本整備の今後のあり方について、中間報告より多様な観点から、かつ社会資本の範囲を広範に捉えて提
言を実施。第Ⅰ章では、我が国が直面する現状と課題を整理した上で、ソフト・ハードの両面から課題と対応策を示
し、ハード面については例示を交えて詳述（1.国際競争力時代における経済成長維持  2.頻発する自然災害等
への備え  3.少子高齢化社会に相応しい社会構造への転換  4.進行する地球温暖化の抑止  5.需給逼迫下にお
ける資源・エネルギーの確保  6.安全で安心できる食の安定確保）。第2章では、財政制約下における社会資本
整備の進め方について提言（1.行政の効率化とコスト縮減  2.選択と集中  3.既存ストックの有効活用）。第3章
では、社会資本ストックの水準が既に減少に転じていることを指摘し、公共投資抑制の弊害や各国の公共投資政
策を挙げて、その水準維持を主張。
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「選択」と「集中」によるインフラ整備
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